
都
築
忠
七

　
　
　
一
九
二
六
年
九
月
一
八
日

　
　
　
一
九
四
三
年
＝
一
月

　
　
　
一
九
四
七
年
三
月

　
　
　
一
九
五
〇
年
三
月

　
　
　
一
九
五
二
年

譜年略
　
　
一
九
五
三
年
．

授教誉
　
一
九
五
四
年

名七忠築都
　
一
九
五
五
年

7）16（

名
誉
教
授
略
年
譜

愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
村
大
字
草
木
三
〇
番
地
に
生
ま
れ
る

愛
知
県
商
業
挙
校
卒
薬

山
口
経
済
専
門
学
校
卒
業

東
京
商
科
大
挙
率
業

プ
リ
ン
ス
ト
ン
犬
学
大
学
院
に
留
学
（
7
ル
プ
ヲ
イ
ト
留
学
生
）

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
犬
学
大
学
院
に
留
学
（
ウ
ィ
ス
＝
ン
シ
ン
犬
学
給
費
生
）

賃
戸
（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
）
を
取
得
　
ラ
ス
キ
ン
・
カ
レ
ヅ
ジ
（
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
夫
学
）
に
留
学
（
ラ
ス
キ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
お
よ
ぴ
プ
リ
テ
ィ
ツ
シ
’
・
カ
ウ
ン
シ
ル
給
費
生
）

オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
．
ア
ン
ト
ニ
ー
ズ
・
カ
レ
ツ
ジ
に
留
学
（
セ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
ー
ズ
・
カ
レ
ヅ
ジ
給
費
生
、

三
年
間
）
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一
九
五
九
年

一
九
六
三
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
三
年

一
九
七
六
年

一
九
八
一
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

貝
勺
ま
－
．
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
犬
学
）
を
取
得

一
橋
大
学
杜
会
学
部
助
教
授
に
な
る

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
ー
ズ
・
カ
レ
ヅ
ジ
研
究
フ
ェ
ロ
ゥ

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
犬
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授

一
橋
大
挙
社
会
学
部
教
授
（
社
会
恩
想
史
担
当
）
に
な
る

一
橋
大
学
評
議
会
員
を
務
め
る
（
七
五
年
ま
で
）

一
橋
大
挙
社
会
学
部
長
を
務
め
る
（
七
五
年
ま
で
）

勺
戸
貝
（
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
犬
学
）
を
取
得

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
セ
ン
ト
・
ジ
目
ン
ズ
・
カ
レ
ヅ
ジ
海
外
招
聰
フ
ェ
ロ
ウ

オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
犬
学
日
産
日
本
間
題
研
究
所
客
員
教
授

一
橋
大
学
国
際
交
流
イ
ギ
リ
ス
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
（
八
六
年
ま
で
）

国
際
大
学
非
常
勤
講
師
（
九
〇
年
ま
で
）

シ
呂
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
政
治
学
部
客
員
教
授
（
ジ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
フ
呂
ロ
ゥ
）

ロ
ッ
ク
フ
呈
ラ
ー
財
団
ペ
ラ
ジ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
イ
タ
リ
ア
）
研
究
員
（
六
月
か
ら
七
月
セ
で
）
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一
九
九
〇
年
三
月

　
　
　
　
四
月

一
橋
大
単
定
年
退
官
、

国
際
大
学
教
授
に
な
る

一
橋
大
単
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
る

（169）都築忠七名誉教授略年譜
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